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物 B が自分の望む行為をするのであれば、人物 A は
何もせず、人物 B がその行為をするがままにさせる。
ポイントは、この場合に人物 B には、人物 A が望む
通りの行為とは異なる行為をする可能性がない、つま
り他行為可能性がないにもかかわらず、まさに人物


















































































































































































































































































































































































































ば、「 誘 導 コ ン ト ロ ー ル 」は「 理 由 応 答 的 な 機 制
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